
来年の干支のちぎり絵を和気あいあいと作成中。

エ
グ
ゼ
友
の
会

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
住
民
同
士
の
関

わ
り
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、

倉
敷
東
学
区
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
、
「
エ
グ
ゼ
友
の
会
」
と
い
う
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
集
会
室
に
定
期

的
に
集
ま
り
、
体
操
や
小
物
作
り
、

会
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

代
表
の
石
井
操
さ
ん
の
明
る
い
人

柄
に
惹
か
れ
て
人
が
集
い
、
会
場
内

は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
で
被
災

し
、
真
備
地
区
か
ら
転
居
し
て
こ
ら

れ
た
方
も
、
こ
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
今
で
は
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
い
ま

す
。
時
に
は
絵
手
紙
の
講
師
を
務
め

る
な
ど
、
役
割
を
持
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

定期的に集まることで、マンション内で

新しいつながりが広がっています。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
地
域
に
根
差
し
た
事
業
所
に
な
る

た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
平
田
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
創
心

福
祉
会
で
は
、
職
員
や
地
域
住
民
か
ら

集
め
た
物
資
を
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
へ

提
供
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

や
交
流
を
行
う
「
パ
ン
ト
リ
ー
平
田
」

を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
も
増
え

て
い
き
、
活
動
が
地
域
住
民
に
も
認
知

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
こ
の
取
り
組
み
を
他
の
地
区
で
も

広
め
て
い
き
た
い
」
と
、
茶
屋
町
で
介

護
保
険
事
業
を
し
て
い
る
創
心
會
の
事

業
所
で
も
パ
ン
ト
リ
ー
会
が
開
か
れ
、

お
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

わがまちの様子

創
心
福
祉
会

パ
ン
ト
リ
ー
平
田

総人口 ７，０４２人

高齢化率 ２８．３３％

高齢者

支援センター 倉敷中部

地域の

トピック
「旭町ふれあいセンター」等

のサロン活動や地区社協活動

に高齢者支援センターも関わ

りを持ち、連携しながら地域

のつながりを作っています。

総人口 １５，９７３人

高齢化率 ２６．３１％

高齢者

支援センター 倉敷中部

地域の

トピック
万寿地区の民生委員は、高齢

者対象のふれあいサロンだけ

でなく、赤ちゃんとお母さん

を対象の親子トトロの会も開

催され、幅広い世代への支援

を心掛けています。

わがまちの様子

地元の民生委員とも連携しながら、毎月開催しています。

子育て支援も意識して、おもちゃを

中心とした物資も沢山集まっています。

4



歩く会では、歴史ある町並みを巡りながら、

ウォーキングを楽しみます。
大
島
盛
春
会
の
同
好
会
活
動

大
島
会
館
を
主
な
会
場
に
歩
く

会
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
10

の

同
好
会
活
動
を
行
う
「
大
島
盛
春

会
」
は
、
60

名
近
い
メ
ン
バ
ー
が

自
分
の
興
味
あ
る
会
へ
そ
れ
ぞ
れ

参
加
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
大
島
に
移
住
さ
れ
た
方

も
、
ま
る
で
昔
か
ら
住
ん
で
い
た

お
馴
染
み
さ
ん
の
よ
う
に
活
動
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
こ
と
に
気
軽
に
参

加
で
き
、
そ
の
選
択
肢
も
多
い
大

島
盛
春
会
は
、
こ
の
地
域
で
の
高

齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※「ニュースポの会」では、パラリンピックの

競技でもあったボッチャも楽しみました。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
く
つ
ろ
ぎ
処
し
ん
わ
」
は
、
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
に
親
和
会
館
で

開
催
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
で
す
。

毎
回
、
百
歳
体
操
を
行
い
、
貯
筋

活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
私
も
〇
〇
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
毎

回
参
加
し
て
る
わ
」

し
ん
わ
で
の
交
流
も
皆
さ
ん
の
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
休
み
や
夏
休
み
に
子
ど

も
た
ち
も
集
ま
っ
て
ゲ
ー
ム
や
交
流

を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
集
え
る
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わがまちの様子

く
つ
ろ
ぎ
処
し
ん
わ

総人口 ８，９７９人

高齢化率 ２１．０５％

高齢者

支援センター 倉敷中部

地域の

トピック
住民の方から地域で活用して

ほしいと提供のあった古民家

の活用に向けて協議も進めら

れており、今後、地域の拠点

となることが期待されます。

総人口 ６，７１４人

高齢化率 ２４．５８％

高齢者

支援センター 倉敷南

地域の

トピック
子どもから高齢者まで、幅広い

世代が暮らしやすい地域づくり

を学区全体で展開していくため

に、令和2年12月に地区社協が

設立され、地域の福祉活動に取

り組んでいます。

わがまちの様子

新型コロナ以前のように、子ども達とも

交流できる日を楽しみにしています。 百歳体操で健康な新田地区を目指します。
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依頼者さんもお手伝い隊員が来るのを

毎回楽しみにされています。

粒
江
お
困
り
高
齢
者
お
手
伝
い
隊

こ
の
学
区
で
は
、
70

歳
以
上
の
独
居

高
齢
者
を
対
象
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
お
手
伝
い
す
る
「
粒
江
お
困

り
高
齢
者
お
手
伝
い
隊
」
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
ご
み
出
し
、
資
源
ご

み
の
仕
分
け
、
玄
関
ま
わ
り
の
掃
き
掃

除
、
家
ま
わ
り
の
草
取
り
・
掃
除
、
米

の
精
米
の
５
項
目
で
す
。

ご
み
出
し
を
手
伝
う
隊
員
は
、
「
毎

週
な
の
で
曜
日
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
、
も
う
生
活
の
一
部
に
な
っ
て

い
ま
す
よ
」
と
話
さ
れ
、
定
年
後
の
生

活
の
な
か
で
地
域
と
繋
が
る
や
り
甲
斐

を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
そ
う

で
す
。

お手伝い隊の草取り支援で庭も綺麗になり、

依頼者さんにとても喜ばれました。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
う
活
動
が
で

き
な
く
な
る
な
か
、
老
松
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
で
は
、
家
族
や
友
人
、
地
域

の
方
、
社
会
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
方

へ
、
令
和
２
年
度
は
「
感
謝
の
手
紙
」
、

令
和
３
年
度
は
「
明
日
へ
の
手
紙
」
を
学

区
の
住
民
か
ら
募
り
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
手

紙
で
、
特
に
一
般
の
部
特
選
に
選
ば
れ
た

手
紙
は
大
き
な
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。

「
夫
へ

余
裕
の
な
か
っ
た
40

・
50

代
。

70

前
に
し
て
、
何
気
な
い
日
が
、
ど
れ
程

倖
せ
か
気
付
い
た
わ
。
元
気
で
い
ま
し
ょ

う
ね
。
」

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
と
一
緒

に
い
る
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。

わがまちの様子

老
松
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

感
謝
の
手
紙
、
明
日
へ
の
手
紙

総人口 ６，６０６人

高齢化率 ３０．３５％

高齢者

支援センター 倉敷南

地域の

トピック
地域の借家を活用した「うきう

き館」は、粒江の住民が自由に

使える場として開放され、「オ

レンジカフェ」や「ちょい悪お

やじCLUB」等、地域の通いの

場に活用されています。

総人口 １６，０９０人

高齢化率 ２２．６５％

高齢者

支援センター 老松・中洲

地域の

トピック
地域住民が困りごとに対して

どこへ相談すればいいのか分

かりやすくまとめた「安心・

安全ガイド」の作成を小地域

ケア会議で進めています。

わがまちの様子

令和３年度一般の部の授賞者の皆さん。
「老松学区コミュニティだより」で

住民の皆さんへもお知らせします。
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ラジオ体操で身体をほぐします。

中
洲
地
区
社
協

三
世
代
ふ
れ
あ
い
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
地
域
の

活
動
も
行
い
に
く
く
な
っ
た
時
も
、

「
す
べ
て
を
自
粛
す
る
こ
と
で
地
域

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
感
染

予
防
を
行
い
な
が
ら
、
中
洲
地
区
社

協
主
催
の
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も

会
の
三
世
代
が
集
い
、
53

の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ペ
タ
ン
ク
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
競
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
交
流
事
業
に
和
気
あ

い
あ
い
の
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し

た
。

５３グループそれぞれに世代を越えた

交流が生まれました。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

大
高
小
学
校
５
年
生
の
宇
野
希
緒
良
さ
ん

は
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
で※

互
近
助
パ
ン

ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
勉
強
し
、
地
域
の
取
り
組
み
等
を
知
る
な

か
で
、
「
自
分
た
ち
が
で
き
る
支
え
合
い
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を
担
任
の
先
生
に
相

談
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
た
た
か
い
思
い
に
学
校
や
同
級
生

も
賛
同
し
、
12

月
に
は
５
年
生
の
同
級
生
に
、

１
月
に
は
全
校
に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、
家

庭
か
ら
食
料
品
や
日
用
品
、
学
用
品
を
持
ち

寄
り
、
互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
、
地
域
の
支
え
合
い
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
て
行
動
し
、

そ
の
気
持
ち
に
学
校
や
家
族
が
寄
り
添
う
素

晴
ら
し
い
活
動
で
す
。

わがまちの様子

大
高
小
ワ
ク
ワ
ク
食
品
ロ
ス
・

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
チ
ー
ム

総人口 １４，９４６人

高齢化率 ２７．３１％

高齢者

支援センター 老松・中洲

地域の

トピック
いざというときの相談機関を
分かりやすくまとめた「中洲
学区安心・安全ガイド」を小
地域ケア会議で作成し、町内
会を通じて配布しました。

総人口 １６，８５３人

高齢化率 １７．２８％

高齢者

支援セン

ター
大高

地域の

トピック
大高学区内には互近助パント
リーで寄せられた物資を活用
して支え合いを行うサポー
ターの拠点が、令和4年2月
現在３ヶ所あります。今回の
事例の提供物資も活用されて
います。

わがまちの様子

大高小ワクワク食品ロス・フードパントリーチームの皆さん。

手書きのお願いの

チラシを教室に掲

示して物資を募り

ました。

7
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お

ら

※互近助パントリープロジェクトについては、

P20の下段をご参照ください。



みんなが楽しみながら持続可能な

行事になるよう、協議しています。

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
あ
し
た
か
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～

近
年
、
地
域
の
役
員
を
担
う
こ
と
へ

の
負
担
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
、
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
ま
で
の
行

事
の
や
り
方
を
見
直
す
必
要
性
を
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
「
み
ん
な
の
葦

高
協
議
会
」
で
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
見
直
し
、

持
続
可
能
な
地
域
活
動
を
行
え
る
よ
う

「
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
あ
し
た
か

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
」
を
立
ち
上
げ
、
進
め
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

運
営
面
を
含
む
数
多
く
の
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
協
議
会
で
無
理
な
く

住
民
同
士
が
楽
し
ん
で
交
流
で
き
る
行

事
を
通
し
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

「あしたか」の頭文字から作られた合言葉を

理念に、プロジェクトを進めています。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
以
来
、
倉
敷

南
地
区
社
協
で
も
多
く
の
事
業
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
る
」
と
の
思
い
か
ら
、
文

化
祭
の
会
場
を
体
育
館
か
ら
屋
外
に
変

更
し
、
地
区
に
よ
っ
て
開
催
の
時
間
帯

を
変
更
す
る
等
、
感
染
予
防
を
徹
底
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
例
年
以
上
に
若
い
親
子
連
れ

の
参
加
者
が
多
く
、
模
擬
店
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
な
ど
数
多
く
の
コ
ー
ナ
ー

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
者
が
楽

し
む
と
同
時
に
地
域
で
安
心
し
て
参
加

で
き
、
地
域
と
繋
が
る
場
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

わがまちの様子

倉
敷
南
地
区
社
協
文
化
祭

総人口 ９，０６０人

高齢化率 ２２．６３％

高齢者

支援センター 大高

地域の

トピック
くらしき健康福祉プラザを
地域の拠点として、地域活
動やウォーキング等の健康
づくりにも、幅広く活用し
ています。

総人口 ９，０６３人

高齢化率 １９．６２％

高齢者

支援センター 大高

地域の

トピック
人口の増加により、平成20
年に倉敷南小学校の開校で出
来た学区で、若い世帯も多い
です。地区社協等も交流事業
に力を入れています。

わがまちの様子

ボランティア体験の参加者に

プレゼントをお渡ししました。

「車イスに乗る

機会はなかなか

ないので、いい

勉強になった」

と話されていま

した。
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中
島
地
区
お
助
け
隊

「
お
助
け
隊
」
は
地
区
の
小
地
域
ケ
ア

会
議
や
そ
の
作
業
部
会
を
通
し
て
、
地
域

目
線
で
の
課
題
検
討
を
重
ね
て
実
現
し
た

住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
で
す
。
地
域

の
元
気
な
高
齢
者
や
い
ろ
ん
な
世
代
が
隊

員
に
な
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
利

用
し
や
す
い
料
金
設
定
で
、
「
草
取
り
、

ゴ
ミ
出
し
、
掃
除
、
話
し
相
手
」
な
ど
の

支
援
を
提
供
し
ま
す
。

隊
員
に
と
っ
て
は
、
「
で
き
る
こ
と
」

が
活
躍
に
つ
な
が
る
（
披
露
す
る
）
大
切

な
場
で
あ
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
が
身
近
な

人
と
の
つ
な
が
り
で
解
決
す
る
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
た
支
援
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形

を
と
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
気
兼
ね
な
く

支
え
合
う
関
係
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

西
阿
知
学
区
の
地
域
活
動
促
進
協
議
会

と
地
区
社
協
が
合
同
で
、
三
世
代
交
流
の

機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
ク
イ

ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

令
和
３
年
度
は
、
西
原
地
区
の
な
か
で

コ
ー
ス
を
決
め
、
名
所
や
旧
跡
な
ど
を
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
な
が
ら
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ
た
人
と

も
、
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
の
交
流
や
ク

イ
ズ
と
い
う
共
通
の
話
題
を
用
意
す
る
こ

と
で
、
自
然
に
会
話
が
盛
り
上
が
り
、
気

軽
に
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
対
象
地
区
を
変
え
る
こ
と

で
、
地
域
を
知
り
、
住
民
同
士
の
新
し
い

出
会
い
の
場
に
つ
な
が
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

わがまちの様子

西
阿
知
学
区

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー

総人口 １５，７６５人

高齢化率 ２２．０６％

高齢者

支援センター 倉敷西

地域の

トピック
地域のなかで、買い物や免

許返納後の移動に関する困

りごとの声を聞き、小地域

ケア会議では移動支援の検

討も進めています。

総人口 １８，２８５人

高齢化率 ２２．１４％

高齢者

支援センター 倉敷西

地域の

トピック
小地域ケア会議では、

「にしあち見守りカード」

を作成し、学区の独居高齢

者や見守りが必要な人を地

域で支える仕組みづくりを

行っています。

わがまちの様子

開催前のオリエンテーションの様子。子どもや子育て

世代、高齢者など、様々な人が参加しています！

ウォーキングの様子。

コースや巡る名所を決め

るのも地域住民！手作り

だからこそ、楽しみが広

がります。

お助け隊の活動の様子。夏になると、草取りの依頼

が多くあります。活動を通して、隊員同士の交流の

機会にもなっています。

活動後は、利用料金を直接

手渡します。

活動が地域に広がり、若い世代も

担い手として協力しています！
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倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

も
め
ん
の
会

総人口 １０，６４３人

高齢化率 ２７．９１％

高齢者

支援センター 帯江・豊洲

地域の

トピック
令和元年に倉敷川沿いの福原
緑地に、県内最大級のグラウ
ンドゴルフ場が整備されまし
た。天然芝の広大なグラウン
ドが、住民の健康づくりを後
押ししています。

わがまちの様子

マップを見やすく活用しやす

いものにするために、載せる

内容を精査していきます。

防災ウォーキングでは毎年コース

を変えて、交流をしながら地域を

把握します。

総人口 ５，６２０人

高齢化率 ２８．７４％

高齢者

支援センター 帯江・豊洲

地域の

トピック
高齢者のちょっとした困り
ごとをサポートする仕組み
「豊サポ」を検討してます。
モデル地区で実績を積み、取
り組みを広げる案も出ていま
す。

わがまちの様子

防
災
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
防
災
マ
ッ
プ

メンバーはもめんの会だけでなく、それぞれがサロンの開催やボラ

ンティア活動も行っており、定例会では幅広い情報が通っています。

料理が得意な人、お菓子作り

が得意な人もいて、メンバー

の得意なことがこの集まりを

盛り上げています。

活動を振り返られるように、

記録を冊子にしてメンバー

に配っています。

も
め
ん
の
会
は
、
児
童
施
設
や
高
齢

者
施
設
の
支
援
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を

長
く
行
っ
て
き
た
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
区
の
高
齢

者
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
、
お
弁
当
を

届
け
る
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
メ
ン
バ
ー
も
年
齢
を
重
ね
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
思
う
よ

う
な
活
動
が
行
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
つ
な
が

り
や
き
ず
な
を
保
つ
た
め
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
定
例
会
は
続
け
、
身
近
な
情
報

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
今
の
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス

を
大
事
に
し
、
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
き
た
も
め
ん
の
会
ら
し
い
活
動
は
続

い
て
い
き
ま
す
。

豊
洲
地
区
社
協
で
は
、
防
災
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
体
験
を
盛
り
込
ん
だ
防
災
講

演
会
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
の
意
識
を

育
み
、
多
世
代
が
つ
な
が
る
機
会
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
の

活
動
が
難
し
い
な
か
で
も
、
歩
み
を
止

め
な
い
活
動
を
考
え
、
地
区
の
防
災
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

倉
敷
市
の
防
災
危
機
管
理
室
と
も
連
携

し
、
各
町
内
か
ら
持
ち
寄
っ
た
危
険
箇

所
や
防
災
設
備
な
ど
の
情
報
は
、
紙
面

だ
け
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

も
確
認
で
き
る
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
て
い

き
ま
し
た
。
今
後
は
防
災
だ
け
で
な
く
、

地
域
資
源
の
情
報
も
追
加
し
て
い
き
、

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
交
流
に
も
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
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倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

18

年
前
か
ら
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

を
会
場
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

立
ち
上
げ
当
初
は
10

人
程
度
だ
っ
た
参

加
者
も
、
今
で
は
61

人
が
登
録
、
毎
朝
約

30

人
が
参
加
し
、
地
域
の
な
か
で
定
着
し

て
い
ま
す
。

広
い
会
場
で
は
参
加
者
各
々
が
間
隔
を

保
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
も
意
識

し
、
毎
朝
集
ま
っ
て
体
操
す
る
こ
と
で
免

疫
力
も
地
域
の
き
ず
な
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。ラ

ジ
オ
体
操
の
前
後
は
、
各
々
が
ス
タ

ジ
ア
ム
周
辺
を
清
掃
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス
な
時

間
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

わがまちの様子

マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

ラ
ジ
オ
体
操

わがまちの様子

密を避けて、しっかり間隔を

開けてラジオ体操をしています。
「継続は力なり」

年中無休で毎朝集まっています。

総人口 １７，３００人

高齢化率 ２８．７％

高齢者

支援センター 中庄

地域の

トピック
古民家を活用した地域拠点
「ボランティアハウスどまん
なか」は、地区社協事業や地
域の同好会活動等に活用され、
まさに住民の交流や生きがい
づくりの「どまんなか」と
なっています。

地域を実際に歩いて危険箇所や

避難経路を確認しました。 小地域ケア会議のメンバーで熱心に

協議しながら防災マップを作成しました。

天
城
学
区
社
協
は
、
平
成
30

年
7

月
豪
雨
災
害
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
防
災
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

小
地
域
ケ
ア
会
議
で
協
議
を
重
ね
、

実
際
に
地
域
を
歩
い
て
危
険
箇
所
や

防
災
の
社
会
資
源
等
を
確
認
し
完
成

し
た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
は
学
区
内
の

全
戸
に
配
付
し
、
併
せ
て
「
指
定
避

難
所
へ
の
行
き
先
表
示
」
や
「
避
難

所
の
案
内
標
示
板
」
の
掲
示
も
各
所

に
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
際
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
他
の
要
支
援
者

が
逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
「
個
別
避
難

計
画
」
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

天
城
学
区
社
協
の
防
災
の
取
り
組
み

総人口 ８，２８２人

高齢化率 ３１．３％

高齢者

支援センター 天城・茶屋町

地域の

トピック
地区社協とコミュニティ協議会
が上手く連携しながら地域活動
を進めています。特に防災の取
り組みは地域活動の核となって
おり、普段からのつながりづく
りが災害時に活かされるように
工夫しています。
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市
内
に
も
食
事
を
満
足
に
と
れ
な
い

子
が
い
る
こ
と
を
聞
き
、
「
子
ど
も
達

が
安
心
し
て
楽
し
く
食
事
を
取
れ
る
場

を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
集
ま

っ
た
有
志
の
メ
ン
バ
ー
が
始
め
た
こ
ど

も
食
堂
で
す
。

天
理
教
道
法
分
教
会
を
会
場
に
毎
回
、

大
勢
の
子
ど
も
達
が
参
加
す
る
こ
の
場

所
は
マ
マ
友
や
民
生
委
員
等
の
お
手
伝

い
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
の
よ
う
に
大
勢
で
集
ま
る
こ
と

は
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、※

互
近
助

パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、

定
期
的
に
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
会
を
開
く
こ

と
で
地
域
が
つ
な
が
り
続
け
る
工
夫
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

わがまちの様子

ス
マ
イ
ル
食
堂

総人口 １７，１６１人

高齢化率 ２１．３２％

高齢者

支援センター 天城・茶屋町

地域の

トピック
ふれあいサロンの活発な学区
で、地区社協も補助金を出し、
活動を支援しています。普段
からのつながりが災害時にも
活かされるよう、小地域ケア
会議でも協議されています。

わがまちの様子

感染予防を徹底しながら、フード

シェア会を開いています。
こども食堂では毎回、子ども達の

笑い声が溢れています。

防災訓練では、子ども達も一緒に

土のう作り体験しました。
一緒に歩くことで、団地内の

一体感も生まれています。

「
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
団
地
内
の

つ
な
が
り
を
何
と
か
守
り
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
、
有
志
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
り
、
「
ト
ー
ヨ
ド
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
毎
月
役
員
会
が
開
か
れ
、
団
地

の
将
来
や
今
後
や
り
た
い
こ
と
を
熱
心

に
話
し
合
い
、
防
災
訓
練
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
歳
末
夜
回
り
等
、

住
民
同
士
が
つ
な
が
れ
る
場
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

徐
々
に
子
ど
も
の
参
加
者
も
増
え
て

お
り
、
次
世
代
も
地
域
と
つ
な
が
り
つ

づ
け
る
団
地
の
未
来
図
が
見
え
て
き
ま

す
。

ト
ー
ヨ
ド
さ
さ
え
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

総人口 １５，５３０人

高齢化率 ２７．７３％

高齢者

支援センター 庄北、倉敷北

地域の

トピック
広い地域に様々な社会資源が
点在しており、小地域ケア会
議でも活用できる社会資源
マップを作成して、周知に力
を入れています。
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※互近助パントリープロジェクトについては、

P20の下段をご参照ください。



倉
敷
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
の
さ
と
は
、
農
薬
・
化
学

肥
料
不
使
用
の
野
菜
を
地
域
の
み
ん
な
で
育
て
、

妊
婦
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
新
し
い
命
の
誕

生
を
地
域
で
祝
福
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日
と
第
四
土
曜
日
に

「
み
ん
な
で
畑
活
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
、
幅
広
い
世
代
が
畑
作
業
を
通
じ
て
交
流

し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
一
日
曜
日
に
開
か
れ
て
い
る
「
こ
う

の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
」
は
西
坂
の
石
原
農
園
と
共

同
で
開
催
さ
れ
、
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
農
家

飯
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
毎
回
多
く
の
方
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
火
起
こ
し
を
し
た
り
、
多

年
代
で
遊
ん
だ
り
、
学
校
だ
け
で
は
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
交
流
と
学
び
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

わがまちの様子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
の
さ
と

総人口 １１，０４９人

高齢化率 ３２．６８％

高齢者

支援センター 倉敷北、倉敷中部

地域の

トピック
小地域ケア会議から生まれた

コミュニティ農園「ふれあい

ファーム 水車の里」の活動

もあり、田園の広がる地区な

らではの交流活動が広がって

います。

マルシェには毎回、大勢の方が参加しています。定期的に開かれる「みんなで畑活」では、

草取りや間引き等の作業をします。

【自助】

【近助】

【互助】

【公助】

【共助】

自分自身・家族・親族での力の発

揮・助け合い

向う三軒両隣・近隣住民同士の助

け合い

地域でのお互いさまの支え合い・

助け合い

社会保険（年金・医療保険・介護

保険等）

国・県・市の制度・サービス

「五助の考え方」
５つの「助」はそれぞれ大切な役

割を持っています。どれが欠けても、
自分らしい暮らしの実現や幸せの追

求は不可能です。「公・共・互・
近・自」の五助が一体的に柔軟に機

能するところに、支え合いのまちや
地域共生社会の完成が見えてきます。
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